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放射線漏洩線量測定とは、X 線撮影室から外部へ放射線が漏れ出

ていないかを確認するための放射線量の測定です。 

中央放射線部では半年に 1 回、専用の放射線測定器を用いて漏洩

線量測定を実施しており、各検査機器に対して撮影室の天井や

床、周囲の壁の外側で測定した実効線量が法律で定められた線量

限度を下回っていることを確認しています。昨年 1 月の地震の後

にも測定を行い、X 線撮影室外への放射線漏洩は検出されません

でした。 

また、ポータブル装置やイメージ装置は専用の X 線撮影室がない

ため漏洩線量測定は行わず、患者さんを模した器具を撮影しその

周辺の散乱線量を測定しています。散乱線量は患者さんから距離

が離れるほど減少し、実際にポータブル装置の場合、２ｍ離れた

位置では微量であることが確認されています。 

これからも定期的な線量測定を通じて、患者さんと職員が安心

できる検査環境を維持していきます。 

（中央放射線部 大窪梨萌記） 

 

 
 
 

私たちの 4 階東回復期病棟では、患者様が安心してご自宅に退院でき

るよう支援しています。リハビリにも積極的に取り組み、自立や身体

機能の回復を目指しています。患者様ご自身の機能を最大限に引き出

すため、身体抑制は最小限にとどめ、一人ひとりに合わせたケアを心

がけています。 

具体的には、身体抑制の必要性を定期的に評価するラウンドの実施、

ベッドサイドの環境整備、丁寧な声掛けや観察を行っています。ま

た、リハビリスタッフと合同でケアカンファレンスを定期的に開催

し、多職種で情報共有と意見交換を行うことで、より質の高いケアを

提供できるよう努めています。さらに、身体抑制の必要性や倫理的な

課題についても検討する倫理カンファレンスも実施し、患者様の尊厳を守る看護についてスタ

ッフ全員で考えています。今後も患者様の思いを尊重し、

安心・安全な療養生活を提供できるよう、スタッフ全員で

環境整備や転倒・転落防止に努めてまいります。また、安

全対策の徹底やスタッフへの啓蒙活動も継続し、身体抑制

ゼロを目指して取り組んでいきます。  

（4階東病棟 高原早苗記） 
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一人ひとりに合わせたケア ～４階東病棟の取り組み～ 



 

 

 

 

令和 7 年 6 月 10 日より、電子カルテ内の緊急通知システムが「ブリメール」から「クジラメ

ール」へ変更されました。今回の変更は、情報の伝達をより分かりやすくし、円滑な情報共有を促

すためにも有用です。以下主な変更点です。 

        •  アイコンが「ブリ」から「クジラ」に変更 

        •  緊急度を  低・ 中・ 高 の 3 段階から選択可能 

        •  初期設定は「 中」、送信者が変更可能 

緊急度は情報の重要性に応じて設定いただきますようお願いいたします。軽微な事案や不安は

「 低」で共有することで早期対応につながる場合があります。ただし、すべての場面に当ては

まるわけではありません。相手の立場や状況を踏まえ、適切な判断と対応をお願いいたします。 

直接伝えることが望ましい場面もあります。その一方で、状況に応じてクジラメールを活用する

ことが、安全で安心できる医療環境の実現につながります。 

「気づいてほしいこと」「覚えておいてほしいこと」「絶対に忘れてはならないこと」その積み

重ねが、当院のモットーである「いつでも誰でも安心してかかれる病院」の実現につながります。

（リハビリテーション部 守雅之記） 

 

 

 

2025 年 7 月 2８日（月）１６時３０分から約 45 分間、医療安全研修会が開催されました 。

今回の研修会は、医療従事者として医療安全に配慮した診療を行うことが当たり前であるという認

識のもと、患者だけでなく職員の安全も確保することを目的としています 。また、医療法施行規

則第 1 条 11 に基づき、診療にかかわる安全管理のための体制確保が義務付けられているため、

毎年実施されています 。 
 

演題１「MRI～基礎編～」中央放射線部 竹越智久主任 

まず放射線部の竹越主任が MRI 検査の安全管理について説明しました 。MRI が強力な磁石を使用す

る検査であり、金属製のものが装置に吸着する危険性があること、特に車椅子やベッドが吸着する事故

が発生していることが共有されました 。また、ペースメーカーや人工内耳などの体内デバイス、造毛

パウダーやスプレーに含まれる鉄粉が原因で装置の故障や火傷を引き起こす可能性があることにも触

れ、検査前の問診票の正確な記入と MRI 担当者への事前の連絡の重要性が強調されました 。 
 

演題２「診療放射線の安全利用について」放射線科 科長 水橋義和准教授 

続いて、放射線科水橋先生が医療被曝に関する講演を行いました 。日本の医療被曝量が世
界平均と比較して非常に高い現状が示され、特に CT 検査による被曝量の軽減が課題として挙
げられました 。医療被曝には確率的影響（発癌や遺伝的影響）と確定的影響（皮膚障害や白
内障など）があり、不要な CT 検査は避けるべきだと説明されまし
た 。特に小児や若い女性など、今後の人生が長い患者に対しては、

CT 撮影のメリットと被曝のリスクを慎重に比較検討する必要性が強
調されました 。さらに、線量計の適切な装着や、目の水晶体の被曝制
限に関する法改正についても説明があり、医療従事者の職業被曝にも
注意を促しました 。研修会は活発な質疑応答を交え、医療安全の意識
向上に貢献しました 。 

 
研修会の感想として、医療機器、MRI についてわかりやすく実践に活かせる内容だった、放射線被ばく 

の影響を再認識したといった声が多く聞かれ有意義な研修会となりました。 （総務課 窪江貴彦記） 
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令和７年度 第１回医療安全研修会～MRIと医療被曝の安全対策を徹底～ 
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病院ホームページ「医療安全対策部」に掲載されています 

   

円滑な情報共有～電子カルテメールの仕様変更について～ 


